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農
業
を
仕
事
に
し
よ
う
と
思
っ

た
理
由
や
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

井
上
さ
ん　

子
供
の
頃
か
ら
家

の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
こ
と

と
、
高
校
、
大
学
共
に
農
業
系

に
進
学
し
た
た
め
で
す
。

大
森
さ
ん　

親
の
仕
事
を
子
供

の
頃
か
ら
見
て
い
た
こ
と
と
、

農
業
学
校
の
社
会
人
研
修
を
受

け
て
自
分
で
も
野
菜
を
作
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

綿
引
さ
ん　

ト
マ
ト
作
り
を
教

わ
っ
た
師
に
憧
れ
て
農
業
の
世

界
に
入
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
作
物
を
作
っ
て
い

ま
す
か
。
ま
た
、
作
物
を
作
る

上
で
の
工
夫
や
、
秘
訣
な
ど
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

井
上
さ
ん　

ぶ
ど
う
、
水
稲
を

作
っ
て
い
ま
す
。
ぶ
ど
う
の
講

習
会
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
時
学
ん
だ
こ
と

を
活
か
し
て
栽
培
技
術
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
森
さ
ん　

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、

マ
ツ
、
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
等
の

苗
木
の
ほ
か
、
苗
木
の
輪
作
と

し
て
陸
稲
も
作
っ
て
い
ま
す
。

前
作
を
考
慮
し
て
の
施
肥
設
計

と
殺
虫
殺
菌
の
徹
底
、
毎
日
の

観
察
に
よ
る
異
常
の
早
期
発
見

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

綿
引
さ
ん　

温
室
ハ
ウ
ス
で
ト

マ
ト
（
桃
太
郎
）
を
作
っ
て
い

ま
す
。「
気
に
入
っ
て
食
べ
て
も

ら
え
る
ト
マ
ト
を
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
土
づ
く
り
、
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

気
に
入
っ
て
も
ら
え
る
作
物
を
作
り
た
い

　

那
珂
市
の
農
産
物
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

＊ 特　集 ＊

農業後継者クラブ
インタビュー
「農メン」たちの挑戦

　今回は、那珂市農業後継者クラブ、

井上大輔さん（３０）、大森義之さん

（２８）、綿引太一さん（２７）の３

人の方に取材をさせて頂きました。

　農業を仕事にしようと思った理

由、また携わる上での悩みや苦労な

どそして将来についての取り組みな

どお話を伺いました。
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農
業
に
携
わ
る
上
で
の
悩
み
や

苦
労
、
将
来
へ
の
不
安
な
ど
あ

り
ま
す
か
。

井
上
さ
ん　

そ
の
年
の
天
候
に

合
わ
せ
て
栽
培
管
理
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

大
森
さ
ん　

経
験
が
浅
い
の
で

自
分
主
導
で
規
格
に
合
わ
せ
た

作
り
方
が
で
き
る
の
か
、ま
た
、

苗
木
生
産
者
が
高
齢
化
し
て
い

る
こ
と
も
不
安
で
す
。

綿
引
さ
ん　

仕
事
柄
、
休
み
が

取
り
に
く
い
こ
と
で
す
。

農
家
と
し
て
市
や
議
会
に
期
待

す
る
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

井
上
さ
ん　

ほ
か
の
自
治
体
の

よ
う
に
農
業
へ
の
補
助
が
下
り

れ
ば
い
い
の
に
と
思
い
ま
す
。

大
森
さ
ん　

産
業
祭
で
那
珂
市

農
産
物
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
で

き
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

綿
引
さ
ん　

農
業
に
携
わ
っ
て

い
る
若
い
世
代
に
も
健
康
診
断

の
補
助
を
お
願
い
し
た
い
で

す
。

綿引太一さん綿引太一さん

井上大輔さん井上大輔さん

大森義之さん大森義之さん
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平成27年度のお金の使われ方を確認しました

一般会計歳出決算

特別会計歳出決算総額

186 億 1798 万円

150 億 7444 万円

一般会計
186億 1797万 9863円

特別会計
国民健康保険

68億 2221万 8899円
下水道事業

24億 506万 2600円
公園墓地事業

1207万 2785円
農業集落排水整備事業

9億 5307万 4989円
介護保険

42億 4115万 2349円
上菅谷駅前地区土地区画整理事業

1億 1582万 5673円
後期高齢者医療

5億 2503万 5563円

水道事業会計
収益的支出

9億 6280万 9915円
資本的支出

8億 112万 3632円

　

８
月
30
日
に
、
市
長
か
ら
平
成
27
年
度
の

決
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。決
算
の
審
議
は
、

９
月
６
日
か
ら
８
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
、

各
常
任
委
員
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
平
成
27
年
度
の
決
算
は
全
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
今
回
確
認
し
た
平
成
27
年
度

の
お
金
の
使
わ
れ
方
と
、
主
な
事
業
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

決　算　審　議

会計別歳出決算額

※上記金額は、千円台を四捨五入したものです。

一般会計歳入

一般会計歳出

市税 34.4%

地方交付税
23.0%

国庫支出金
11.7%

市債
8.5%

県支出金
6.7%

地方消費税交付金
4.5%

繰入金 3.5%

諸収入 2.2% その他 5.6%

民生費 33.4%

総務費
14.2%土木費

13.9%

教育費
10.6%

公債費
9.0%

衛生費 6.6%

消防費 5.4%

農林水産業費 4.0% その他 2.8%



05 な　
　か 議会だより № 51

事
業
費
（
繰
越
明
許
費
含
む
）

１
億
４
３
３
２
万
７
４
４
２
円

　

両
宮
排
水
路（
菅
谷
〜
田
彦
）

未
整
備
区
画
を
整
備
し
安
定
し

た
排
水
処
理
と
冠
水
被
害
を
抑

制
し
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
維
持
管
理
費
に
な
り

ま
す
。

事
業
費
（
繰
越
明
許
費
含
む
）

４
２
７
万
２
９
０
０
円

　

全
69
自
治
会
に
委
託
し
、
空

き
家
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

戸
数
及
び
空
き
家
件
数
に
応
じ

委
託
料
を
支
払
い
ま
し
た
。
那

珂
市
内
戸
数
２
万
１
４
０
０
戸

中
、
空
き
家
は
８
７
７
戸
あ
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

事
業
費
（
繰
越
明
許
費
含
む
）

２
億
１
１
７
７
万
７
５
１
０
円

　

災
害
時
避
難
路
に
通
じ
る
生

活
道
路
の
整
備
と
防
災
・
救
助

活
動
拠
点
と
な
る
広
場
の
整
備

等
の
委
託
料
な
ど
で
す
。

事
業
費

68
億
２
２
２
１
万
８
８
９
９
円

　

那
珂
市
で
は
国
民
健
康
保
険

加
入
者
数
、
加
入
率
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
療
養
給
付

費
を
含
む
医
療
費
合
計
は
平
成

24
年
度
約
36
億
円
か
ら
平
成

27
年
度
約
40
億
円
と
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
調
査
事
業

下
菅
谷
地
区

　

ま
ち
づ
く
り
事
業

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）
決
算

両
宮
排
水
路
整
備
事
業
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那
珂
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

●
平
成
28
年　

第
３
回
定
例
会
●

◆
会
期　

18
日
間　

８
月
30
日
〜
９
月
16
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
傍
聴
者　

92
人
》

今
回
審
議
し
た
議
案
等
は

　

市
長
提
出
案
件
…
15
件

　

請
願
・
陳
情
…
…
2
件

　

議
会
提
出
案
件
…
2
件

　

計
19
件

議案等番号 議　案　等　名 内　　　　　　容 結果

報告9 専決処分について（損害賠償請求に関
する和解及び損害賠償の額の決定） 市の過失による事故等に対する損害賠償額の報告。 －

報告10
平成27年度決算に基づく地方公共団体
の財政の健全化に関する法律による健
全化判断比率の状況について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく那珂市の
健全化判断比率の報告。 －

報告11
平成27年度決算に基づく地方公共団体
の財政の健全化に関する法律による資
金不足比率の状況について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく那珂市の
資金不足比率の報告。           －

議案68
那珂地方公平委員会規約の一部を変更
することに関する関係地方公共団体の
協議について

那珂地方公平委員会の事務が東海村から常陸大宮市に変更さ
れることに伴う規約の一部変更。 可決

議案69 那珂市印鑑条例の一部を改正する条例 マイナンバーカードを用いた各種証明書のコンビニ交付にお
いて印鑑登録証明書を交付できるようにするための一部改正。 可決

議案70 那珂市手数料条例の一部を改正する条
例

マイナンバーカードを用いた各種証明書のコンビニ交付にお
ける手数料の規定について書き加えるための一部改正。 可決

議案71 那珂市ペット霊園の設置等に関する条
例

ペット霊園が公衆衛生や公共の福祉等への支障なく設置、管
理されるための措置を講ずるための条例の制定。 可決

議案72 平成28年度那珂市一般会計補正予算
（第3号）

歳入歳出それぞれ1億8299万5000円を追加し、総額を186
億1344万5000円とするもの。主な内容は、起債償還元金の
増額など。修正により総額は185億9794万5000円となった。

修正
可決

議案73 平成28年度那珂市国民健康保険特別会
計（事業勘定）補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ75万6000円を追加し、総額を69億75万
6000円とするもの。内容は、国民健康保険事務費の増額。 可決

議案74 平成28年度那珂市下水道事業特別会計
補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ65万2000円を追加し、総額を20億3665
万2000円とするもの。主な内容は、職員人件費の増額など。 可決

議案75 平成28年度那珂市農業集落排水整備事
業特別会計補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ58万5000円を減額し、総額を9億2541
万5000円とするもの。主な内容は、職員人件費の減額など。 可決

議案76 平成28年度那珂市介護保険特別会計
（保険事業勘定）補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ6035万8000円を追加し、総額を45億
4335万8000円とするもの。主な内容は、償還金の増額など。 可決

議案77 平成28年度那珂市一般会計補正予算
（第4号）

歳入歳出それぞれ1621万円を追加し、総額を186億2965
万5000円とするもの。内容は、農地・農業用施設補助災
害復旧事業の増額。議案第72号の修正により総額は186億
1415万5000円となった。

可決

議案等審議

提出された議案等とその結果 ※請願・陳情の内容は別途掲載しております。
　９ページをご覧ください。

7・8ページ
Close Up!!
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総
務
生
活
常
任
委
員
会

◆
議
案
第
72
号

　

平
成
28
年
度
那
珂
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
財
産
管
理
事
務
費
（
１
６
１

４
万
円
）

　

こ
れ
は
、
菅
谷
地
内
の
空
き

家
と
な
っ
て
い
た
物
件
を
、
那

珂
市
が
今
年
４
月
に
寄
付
を
受

け
、
そ
の
建
物
の
解
体
費
用
１

５
５
０
万
円
を
計
上
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
物
件
は
建
物
を
取

り
壊
し
た
後
公
売
で
売
却
す
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
売
却

価
格
で
工
事
費
用
は
全
く
賄
え

ま
せ
ん
。「
寄
付
を
受
け
た
経

緯
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
」「
相

続
の
問
題
で
10
年
以
上
課
税

が
保
留
さ
れ
て
い
た
固
定
資

産
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
請
求
し

な
い
の
は
不
適
切
で
は
な
い

か
」「
寄
付
を
受
け
る
前
に
議

会
に
説
明
が
な
か
っ
た
の
は
お

か
し
い
」「
い
つ
誰
が
判
断
し

た
の
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
委

員
会
で
は
３
対
２
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

議案等番号 議　案　等　名 内　　　　　　容 結果

認定1 平成27年度那珂市各種会計歳入歳出決
算の認定について

前年度決算。4ページを参照。
認定

認定2 平成27年度那珂市水道事業会計決算の
認定について 認定

発議2 災害対応調査特別委員会の設置につい
て

災害時の議会及び議員の対応指針等について調査・研究する
特別委員会の設置。 可決

選任3 災害対応調査特別委員会委員の選任に
ついて 災害対応調査特別委員会の委員17名の選任。 選任

請願2

「那珂市民の安全確保のために日本原電
と茨城県及び東海村等が締結した『原子
力施設周辺の安全確保及び環境保全に関
する協定書』の見直しを求める行動を要
請する意見書」の採択を求める請願

提出者：先﨑千尋　ほか10名 継続
審査

請願3 教育予算の拡充を求める請願 提出者：茨城県教職員組合　吉田豊　ほか228名 採択

賛否が分かれた議案等 ○：賛成　　×：反対
※議長（中﨑政長議員）は採決に加わりません。

議　案　等　名 結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
大
和
田
和
男

冨
山　
　

豪

花
島　
　

進

中
﨑　

政
長

筒
井
か
よ
子

寺
門　
　

厚

小
宅　

清
史

綿
引　

孝
光

木
野　

広
宣

古
川　

洋
一

萩
谷　

俊
行

勝
村　

晃
夫

笹
島　
　

猛

助
川　

則
夫

君
嶋　

寿
男

遠
藤　
　

実

福
田
耕
四
郎

須
藤　
　

博
議案第72号　
平成28年度那珂市一般会計補正
予算（第3号）（修正案） 修正

可決

○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ × ×

議案第72号　
平成28年度那珂市一般会計補正
予算（第3号）（修正以外の部分）

○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎
そ
の
後
の
経
過

（
全
員
協
議
会
〜
本
会
議
）

　

全
員
協
議
会
で
は
、「
市
長

の
命
を
受
け
交
渉
に
当
た
っ
た

担
当
は
今
年
３
月
に
退
職
し
て

い
て
詳
細
を
知
る
者
は
他
に
い

な
い
」「
事
前
に
議
会
に
相
談

し
な
か
っ
た
の
は
申
し
訳
な
か

っ
た
」
と
の
答
弁
が
副
市
長
か

ら
あ
り
ま
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
は
３
人
の

議
員
か
ら
反
対
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。「
内
容
が
不
透
明
で

あ
り
、
詳
細
の
説
明
を
受
け
ず

に
可
決
し
て
は
市
民
へ
の
説
明

責
任
が
果
た
せ
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
、
議
案
第
72
号
補
正
予

算
案
を
修
正
す
る
動
議
が
議
員

６
人
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。
結

果
、
そ
の
部
分
１
５
５
０
万
円

を
除
い
た
修
正
案
が
11
対
６
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
執
行
部
に
は
早
急

に
臨
時
の
安
全
対
策
を
行
う
こ

と
を
申
し
入
れ
、
市
長
か
ら
も

「
市
民
の
安
全
を
第
一
に
」
と

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

◆
報
告
事
項

　

那
珂
市
区
域
指
定
（
素
案
）

に
つ
い
て

「
茨
城
県
に
お
け
る
区
域
指
定

条
例
の
基
本
的
な
考
え
方
は
市

街
化
区
域
に
隣
・
近
接
し
て
い

る
か
い
な
い
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
お
お
む
ね
50
以
上
の
建
築

物
が
連
た
ん
し
て
い
る
既
存
集

落
を
対
象
に
区
域
指
定
を
行
う

こ
と
で
あ
る
。」と
あ
り
ま
す
。

（
１
）
11
号
区
域
（
幅
広
く
指

定
）
既
存
宅
地
制
度
の
代
替
措

置
と
し
て
、
市
街
化
区
域
に

隣
・
近
接
し
て
い
る
集
落
を
対

象
と
す
る
。

（
２
）
12
号
区
域
（
限
定
的
に

指
定
）
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

維
持
を
図
る
た
め
、
市
街
化
区

域
か
ら
離
れ
て
い
る
集
落
を
対

象
と
す
る
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。
那
珂
市
で

は
、
区
域
指
定
導
入
に
よ
る
発

展
に
お
い
て
は
「
市
全
体
の
人

口
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
」
は
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
市
街

化
調
整
区
域
の
立
地
規
制
が
緩

和
さ
れ
る
点
で
す
。
ま
た
、
デ

メ
リ
ッ
ト
は
市
街
化
調
整
区
域

の
立
地
規
制
が
緩
和
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
逆
に
市
街
化
区
域

へ
の
誘
導
効
果
が
弱
く
な
る
こ

と
か
ら
市
街
地
の
形
成
が
難
し

く
な
る
点
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
市
街
化

を
促
進
す
る
恐
れ
が
な
い
12
号

区
域
に
限
り
区
域
指
定
を
行
う

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
街
区
が
気
に
な
る
。
道
路
に

対
し
て
ど
う
あ
る
か
が
大
切
で

は
な
い
か
」

「
人
口
増
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
る
の
か
、
人
口
増
の
制
度
で

は
な
い
の
か
」

「
指
定
後
見
直
し
は
あ
る
の

か
」

「
他
の
自
治
体
は
11
号
、
12
号

両
方
行
っ
て
い
る
の
に
な
ぜ

12
号
に
限
定
す
る
の
か
」

な
ど
、
委
員
か
ら
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

◆
議
案
第
72
号

　

平
成
28
年
度
那
珂
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
瓜
連
保
育
園
増
改
築
費
補
助

金（
３
７
５
６
万
８
０
０
０
円
）

Q　

ど
の
く
ら
い
の
規
模
の
増

改
築
と
な
り
、
受
け
入
れ
定
員

は
何
名
増
と
な
り
ま
す
か
。

A　

２
３
６
．
８
平
方
メ
ー
ト

ル
の
増
床
で
30
名
の
定
員
の

増
と
な
り
ま
す
。

◆
報
告
事
項

　

那
珂
市
公
民
館
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

　

那
珂
市
公
民
館
で
は
、
休
館

日
が
国
民
の
祝
日
で
あ
る
場
合

は
、
そ
の
翌
日
を
休
館
日
と
し

て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の
利
便

性
を
考
慮
し
、
毎
週
月
曜
日
を

休
館
日
と
す
る
規
則
に
改
正
し

ま
す
。

Q　

３
連
休
を
使
っ
た
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
は
今
後
で
き
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

A　

館
長
が
必
要
だ
と
認
め
た

場
合
は
月
曜
日
の
祝
日
で
も
開

館
が
可
能
と
な
る
規
則
に
な
っ

て
い
ま
す
。

区域指定が予定されている地区
①静地区 ②門部地区
③南酒出地区 ④額田地区
⑤本米崎地区 ⑥本米崎地区
⑦戸地区 ⑧鴻巣地区
⑨飯田地区 ⑩豊喰地区
⑪西木倉地区 ⑫東木倉地区
⑬中台地区 ⑭中台・津田地区

市街化区域（住居系）及びそこ
から概ね１キロメートルの範囲
（那珂市では指定しない）
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水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
46

茨
城
教
育
会
館
２
Ｆ

茨
城
県
教
職
員
組
合

　

吉
田　

豊　

ほ
か
２
２
８
名

　

教
職
員
の
多
忙
化
や
学
校
を

と
り
ま
く
状
況
の
複
雑
化
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
で
、
子
供
た
ち
の
豊
か
な
学

び
を
保
障
し
て
い
く
た
め
に
、

計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
の

推
進
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
、
災
害
か
ら
の
教

育
復
興
の
た
め
の
予
算
措
置
の

継
続
を
求
め
る
も
の
で
す
。

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
全

会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
、
国
の
関
係
機
関
に
対

し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
審
議
し
た
請
願
・
陳
情
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
《
請
願　

２
件
／
陳
情　

０
件
》

※
請
願
第
２
号
は
、継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

請　

願　

陳　

情

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

請
願
第
３
号

採択

議 

会 

構 

成

　

災
害
時
の
議
会
及
び
議
員
の

対
応
指
針
の
作
成
、
議
員
間
の

連
絡
体
制
の
確
立
及
び
市
と
の

連
携
体
制
等
、
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
関
し
て
調
査
・
研

究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
新
た
に
災
害
対
応
調
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

◆
調
査
事
項

１　

市
議
会
災
害
対
応
指
針
の

策
定
に
関
す
る
事
項

２　

災
害
時
の
議
員
連
絡
体
制

の
確
立
に
関
す
る
事
項

３　

災
害
時
の
市
と
の
連
絡
体

制
の
確
立
に
関
す
る
事
項

災
害
対
応
調
査
特
別
委
員
会

◆
委
員
（
17
名
）

◎
萩
谷　

俊
行　
　

委
員

○
綿
引　

孝
光　
　

委
員

　

大
和
田
和
男　
　

委
員

　

冨
山　
　

豪　
　

委
員

　

花
島　
　

進　
　

委
員

　

筒
井
か
よ
子　
　

委
員

　

寺
門　
　

厚　
　

委
員

　

小
宅　

清
史　
　

委
員

　

木
野　

広
宣　
　

委
員

　

古
川　

洋
一　
　

委
員

　

勝
村　

晃
夫　
　

委
員

　

笹
島　
　

猛　
　

委
員

　

助
川　

則
夫　
　

委
員

　

君
嶋　

寿
男　
　

委
員

　

遠
藤　
　

実　
　

委
員

　

福
田
耕
四
郎　
　

委
員

　

須
藤　
　

博　
　

委
員

※
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長



10な　
　か 議会だより № 51

一　般　質　問

P11 花島　　進 議員
◇日本原電、東海第二原子力発
電所の運転再開等に関して
◇職員の処遇について
◇額田城址の整備などについて

P11 笹島　　猛 議員
◇区域指定制度について
◇市民の健康づくりと予防対策
について

P12 小宅　清史 議員
◇病児保育・障がい者保育の環
境について考える
◇図書館の利活用・ＰＲについ
て考える
◇市民後見人制度について考え
る
◇那珂市の観光行政について考
え直す

P12 寺門　　厚 議員
◇高齢者福祉について

P13 古川　洋一 議員
◇通学路の安全対策について
◇選挙権年齢の引き下げについ
て

P13 遠藤　　実 議員
◇旧日本サーボ跡地の利活用に
ついて

◇学校給食安全対策について
◇待機児童解消策について

P14 大和田和男 議員
◇子どもたちを取り巻く教育環
境について

◇学校施設の整備について
◇市長のトップセールスについ
て

《質問者　7名》

一般質問とは…
皆さんの生活にかかわる大切な内容に
ついて、市議会議員が市に対して行う
質問です。

※一般質問の記事は、質問した議員が各自で作成しています。

Q&A
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Q　

６
月
２
日
に
東
海
第
二
原

発
で
、
廃
液
漏
れ
が
あ
り
ま
し

た
。
日
本
原
電
か
ら
原
子
力
規

制
委
員
会
に
報
告
書
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
る
と
、

漏
れ
た
原
因
を
界
面
活
性
剤
の

混
入
と
す
る
の
み
で
、
調
査
に

伴
っ
て
明
ら
か
に
見
え
た
は
ず

の
問
題
、
貯
蔵
タ
ン
ク
の
水
位

計
測
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い

こ
と
、
施
設
の
補
助
的
な
配
管

の
管
理
が
ず
さ
ん
な
こ
と
を
重

く
受
け
止
め
て
い
ま
せ
ん
。
周

辺
自
治
体
、
せ
め
て
茨
城
県
職

員
に
は
、
そ
う
い
う
問
題
を
見

抜
い
て
指
摘
で
き
る
専
門
的
な

知
識
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
茨

城
県
の
専
門
職
の
強
化
を
要
請

し
て
ほ
し
い
。

A　

市
長　

茨
城
県
に
現
在
の

状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
原

子
力
規
制
庁
へ
職
員
を
研
修
生

と
し
て
派
遣
す
る
な
ど
の
他
、

学
識
経
験
者
を
茨
城
県
原
子
力

審
議
会
や
原
子
力
安
全
対
策
委

員
会
に
入
れ
て
い
る
た
め
、
十

分
な
体
制
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

専
門
職
の
さ
ら
な
る
充
実
に

つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
会
合

の
場
で
、
お
話
し
し
て
い
き
た

い
。

Q　

茨
城
県
の
原
子
力
安
全
対

策
委
員
会
に
つ
い
て
み
る
と
、

14
人
の
委
員
の
内
、
原
子
炉
工

学
と
核
燃
料
工
学
の
分
野
で
計

５
人
の
委
員
が
い
ま
す
が
、
一

人
を
除
い
て
、
東
京
大
学
の
大

学
院
工
学
科
の
教
授
ま
た
は
准

教
授
で
す
。
福
島
事
故
は
、
こ

う
い
う
方
々
が
失
敗
し
た
結
果

で
も
あ
り
ま
す
。
学
識
経
験
者

だ
か
ら
良
い
と
す
る
考
え
で
は

住
民
の
安
全
は
守
れ
ま
せ
ん
。

A　

市
長　

確
か
に
推
進
派
と

慎
重
派
と
両
方
入
っ
て
議
論
す

る
の
が
正
し
い
仕
方
だ
と
思
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
会
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば

お
話
し
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

花島 進 議員

笹島 猛 議員

脳
ド
ッ
ク
検
診
の
受
診
者
へ
助
成
を

脳
ド
ッ
ク
検
診
の
受
診
者
へ
助
成
を

原
子
力
施
設
監
視
に
専
門
能
力
が
必
要

原
子
力
施
設
監
視
に
専
門
能
力
が
必
要

助
成
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す

助
成
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す

県
の
体
制
は
十
分
と
考
え
る
が

県
の
体
制
は
十
分
と
考
え
る
が

Q　

市
で
は
、
予
防
事
業
と
い

う
こ
と
で
平
成
28
年
度
か
ら
国

民
健
康
保
険
加
入
者
で
特
定
健

診
を
受
け
な
い
で
、
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
し
た
方
に
５
０
０
０

円
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
が
、

隣
接
市
町
村
に
お
け
る
実
施
状

況
と
助
成
費
用
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

A　

保
健
福
祉
部
長　

隣
接
市

町
村
の
実
施
状
況
で
す
が
、
水

戸
市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
東
海

村
、
常
陸
太
田
市
、
常
陸
大
宮

市
、
城
里
町
に
お
い
て
、
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
助
成
額
は
概

ね
費
用
の
半
額
か
ら
７
割
相
当

額
が
助
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

Q　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

効
果
は
、
医
療
費
に
跳
ね
返
っ

て
き
ま
す
。
隣
接
市
町
村
並
み

の
助
成
金
額
と
検
診
助
成
者
人

数
を
増
や
し
、
ま
た
、
脳
ド
ッ

ク
受
診
者
に
対
し
て
も
助
成
を

行
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
と
予
防
対
策
に
つ
い
て

市
民
の
健
康
づ
く
り
と
予
防
対
策
に
つ
い
て

日
本
原
電
、
東
海
第
二
原
子
力
発
電
所
の
運
転
再
開
等
に
関
し
て

日
本
原
電
、
東
海
第
二
原
子
力
発
電
所
の
運
転
再
開
等
に
関
し
て

A　

保
健
福
祉
部
長　

助
成
金

額
に
つ
い
て
は
、
那
珂
市
国
民

健
康
保
険
特
定
健
診
受
診
促
進

助
成
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、

特
定
健
診
の
市
の
負
担
相
当
額

を
助
成
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

脳
ド
ッ
ク
受
診
者
に
対
す
る
助

成
で
す
が
、
交
付
要
綱
に
規
定

す
る
検
査
項
目
を
満
た
す
検
査

に
つ
い
て
は
、
助
成
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

Q　

健
康
に
暮
ら
す
な
ら
那
珂

市
で
す
と
、
検
診
を
受
け
る
な

ら
那
珂
市
で
す
と
言
わ
れ
る
く

ら
い
の
取
り
組
み
が
必
要
と
思

い
ま
す
が
、
市
長
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

A　

市
長　

市
で
は
、
各
種
検

診
を
通
し
て
、
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
へ
と
結
び
つ
け
、

市
民
の
健
康
の
維
持
・
向
上
へ

と
結
び
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
積
極
的
に
検
診
事

業
を
展
開
し
、
市
民
の
健
康
管

理
へ
と
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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小宅 清史 議員

静
脈
認
証
を
採
用
し
て
い
る
図
書
館
は

静
脈
認
証
を
採
用
し
て
い
る
図
書
館
は

現
在
の
と
こ
ろ
那
珂
市
立
図
書
館
の
み

現
在
の
と
こ
ろ
那
珂
市
立
図
書
館
の
み

Q　

那
珂
市
立
図
書
館
は
開
館

か
ら
11
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

図
書
館
は
市
内
で
一
番
人
が
訪

れ
る
公
共
機
関
と
言
え
ま
す
。

そ
こ
で
更
に
『
菅
谷
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
の
拠
点
を
図
書
館
へ

移
す
』『
夜
間
開
放
を
可
能
に
す

る
』『
常
設
展
示
場
ス
ペ
ー
ス
を

作
る
』
と
い
う
提
言
を
し
、『
図

書
館
を
中
心
に
お
い
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り
』
と
い

う
の
を
私
は
提
唱
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
図
書
館

は
一
歩
進
ん
で
、
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
、
と
し
て
の
機
能
を
有

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ

ら
に
全
国
唯
一
の
手
の
ひ
ら
静

脈
認
証
も
Ｐ
Ｒ
次
第
で
は
観
光

の
場
と
し
て
も
有
効
利
用
可
能

と
も
考
え
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

A　

教
育
部
長　

菅
谷
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
主
催
の
「
菅
・
ま

ち
・
テ
ラ
ス
」
は
図
書
館
敷
地

図
書
館
の
利
活
用
・
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
考
え
る

図
書
館
の
利
活
用
・
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
考
え
る

内
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
お

り
、
本
年
度
は
年
７
回
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。
毎
回
盛
況
で

あ
り
、図
書
館
と
し
ま
し
て
も
、

継
続
し
て
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不

定
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
ご
利
用
い

た
だ
き
、
障
が
い
者
就
労
支
援

事
業
所
に
よ
る
物
品
販
売
会
を

開
催
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
開

か
れ
た
図
書
館
と
し
て
、
ま
た

本
来
の
目
的
で
あ
る
幼
児
か
ら

高
齢
者
に
至
る
ま
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
学
習
意
欲
に
応
え
ら
れ
る

「
す
べ
て
の
市
民
の
知
識
の
道

標
と
な
る
図
書
館
」、
明
る
く
開

放
感
の
あ
る
雰
囲
気
を
大
切
に

し
「
い
つ
で
も
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
図
書
館
」
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

Q　

那
珂
市
は
、
平
成
37
年
に

は
認
知
症
の
方
が
１
９
９
０
人

に
も
な
る
。
こ
の
方
々
が
要
介

護
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
認

知
症
予
防
策
が
急
務
で
す
。
予

防
施
策
と
し
て
「
認
知
症
ケ

ア
・
パ
ス
」
を
作
成
普
及
予
定

で
す
が
、
い
つ
作
成
し
、
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
か
。

A　

保
健
福
祉
部
長　

市
内
全

世
帯
及
び
病
院
等
の
医
師
や
外

来
者
、
介
護
関
係
研
修
会
や
薬

局
等
へ
配
布
し
、
９
月
の
茨
城

県
認
知
症
を
知
る
月
間
に
、
認

知
症
の
早
期
発
見
や
認
知
症
予

防
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

Q　

認
知
症
予
防
は
ま
ず
知
る

こ
と
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で

市
で
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

養
成
し
て
い
ま
す
が
、
更
に
理

解
者
を
増
や
す
た
め
に
、
小
学

生
対
象
に
認
知
症
教
育
を
行
い

周
知
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

A　

保
健
福
祉
部
長　

教
育
委

員
会
と
協
議
を
行
い
進
め
て
い

き
ま
す
。

Q　

今
後
増
大
す
る
高
齢
者
福

祉
諸
事
業
費
用
の
財
源
確
保
が

厳
し
い
状
況
で
す
。
対
策
案
の

一
つ
と
し
て
、
福
祉
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
活
動
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
積
み
立
て
、
自
身
の

介
助
や
介
護
時
に
ポ
イ
ン
ト
が

使
え
る
、
ま
た
商
品
等
と
交
換

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
福
祉
支

援
積
立
互
助
制
度
を
設
置
し
稼

働
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

A　

保
健
福
祉
部
長　

現
時
点

で
の
検
討
は
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q　

厳
し
い
財
政
情
勢
が
激
化

す
る
中
、
難
し
い
で
は
な
く
如

何
に
す
れ
ば
で
き
る
の
か
を
し

っ
か
り
と
継
続
検
討
す
べ
き
で

す
。市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

A　

市
長　

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て
の

検
討
、
導
入
は
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

寺門 厚 議員

認
知
症
予
防
教
育
小
学
生
か
ら
実
施
を

認
知
症
予
防
教
育
小
学
生
か
ら
実
施
を

教
育
委
員
会
と
協
議
し
推
進

教
育
委
員
会
と
協
議
し
推
進

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
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Q　

本
市
で
は
通
学
路
交
通
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
関
係

機
関
（
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
市
役
所

各
課
・
警
察
署
・
県
土
木
事
務

所
）
で
対
策
必
要
箇
所
に
つ
い

て
毎
年
合
同
点
検
会
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
市
内

に
は
通
学
路
に
指
定
さ
れ
て
い

る
踏
切
道
が
26
箇
所
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
危
険
箇
所
に
含
ま

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
特
に
登
校

時
間
は
出
勤
時
間
と
も
重
な

り
、
多
く
の
歩
行
者
・
自
転
車
・

自
動
車
が
狭
い
踏
切
道
を
渡
り

ま
す
の
で
、
接
触
し
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

事
故
防
止
の
た
め
に
も
踏
切
道

の
拡
幅
が
急
務
だ
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A　

建
設
部
長　

踏
切
道
調
整

会
議
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
に
要
望
し

て
い
ま
す
が
、
協
議
の
段
階
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Q　

整
備
は
お
ろ
か
協
議
の
段

階
に
も
至
っ
て
い
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
危
険
と
分
か
っ
て
い

な
が
ら
何
も
し
な
く
て
良
い
の

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
安
全
対

策
の
一
つ
と
し
て
、単
な
る「
踏

切
注
意
」
と
い
っ
た
注
意
喚
起

で
は
な
く
、
人
に
優
し
い
那
珂

市
ら
し
く
、「
歩
行
者
や
自
転

車
の
通
行
を
優
先
さ
せ
ま
し
ょ

う
」
と
い
っ
た
思
い
や
り
と
か

譲
り
合
い
を
促
す
よ
う
な
看
板

の
設
置
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

A　

建
設
部
長　

車
両
か
ら
の

視
界
確
保
、
設
置
ス
ペ
ー
ス
等

を
再
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箇

所
に
適
し
た
看
板
を
設
置
で
き

る
よ
う
、早
急
に
対
応
し
ま
す
。 古川 洋一 議員

通
学
路
で
あ
る
踏
切
道
の
安
全
対
策
を

通
学
路
で
あ
る
踏
切
道
の
安
全
対
策
を

早
急
に
対
応
し
ま
す

早
急
に
対
応
し
ま
す

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

遠藤 実 議員

な
ぜ
市
長
自
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
な
い
の
か

な
ぜ
市
長
自
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
な
い
の
か

私
が
見
た
と
こ
ろ
で
同
じ
で
す

私
が
見
た
と
こ
ろ
で
同
じ
で
す

Q　

こ
の
１
年
間
で
学
校
給
食

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
異
物

が
混
入
す
る
事
象
が
４
回
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
う
ち

３
回
は
原
因
が
特
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
適
正
な
対
応
が
取
れ
な

い
状
態
で
す
が
、
決
し
て
同
じ

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
で
い
た

だ
き
た
い
。
こ
れ
以
上
発
生
し

な
い
工
夫
は
。

A　

教
育
部
長　

危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
関
係
者
対

象
の
衛
生
講
習
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
整
理
整
頓
、
清

潔
清
掃
、
し
つ
け
等
の
ル
ー
ル

厳
守
を
徹
底
し
ま
す
。

Q　

１
年
前
に
異
物
混
入
が
２

回
あ
っ
た
時
点
の
一
般
質
問

で
、
市
長
に
「
セ
ン
タ
ー
に
見

に
行
っ
た
か
」
と
質
問
し
ま
し

た
が
「
ま
だ
見
に
行
っ
て
い
な

い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。
そ
の

後
行
か
れ
ま
し
た
か
。

A　

市
長　

今
朝
、
訓
示
を
し

て
き
ま
し
た
。

学
校
給
食
安
全
対
策
に
つ
い
て

学
校
給
食
安
全
対
策
に
つ
い
て

Q　

今
日
ま
で
の
間
、
１
回
も

行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

か
。
民
間
で
あ
れ
ば
生
産
ラ
イ

ン
を
止
め
て
執
行
部
は
辞
職
す

る
く
ら
い
の
社
会
的
責
任
。
な

ぜ
自
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
い
の

か
、
現
場
の
人
と
話
さ
な
い
の

か
。
私
は
給
食
セ
ン
タ
ー
に
伺

い
現
場
の
方
と
も
お
話
し
ま
し

た
が
、
や
は
り
再
発
防
止
に
関

し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
市
幹

部
の
意
識
の
問
題
。
命
を
預
か

る
と
い
う
意
識
で
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
が
、
ど
う
で
す
か
。

A　

市
長　

金
属
片
の
混
入
に

つ
い
て
は
セ
ン
タ
ー
長
や
学
校

教
育
課
長
か
ら
私
に
結
果
が
上

が
っ
て
き
ま
す
。
私
が
見
た
と

こ
ろ
で
同
じ
で
す
。
足
を
運
ば

な
か
っ
た
こ
と
は
反
省
し
な
く

て
は
い
け
な
い
の
か
な
と
思
い

ま
す
が
、
し
っ
か
り
し
た
危
機

管
理
体
制
は
敷
い
て
い
る
つ
も

り
で
お
り
ま
す
。

踏切で車両が通過するのを

待つ児童たち
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Q　

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行

に
伴
い
、
学
校
の
多
目
的
ト
イ

レ
の
新
規
設
置
と
既
存
ト
イ
レ

の
洋
式
化
を
要
望
し
ま
す
。

A　

教
育
部
長　

体
が
不
自
由

な
方
が
使
用
す
る
多
目
的
な
ト

イ
レ
は
大
規
模
改
修
時
に
整
備

し
ま
す
が
、
障
害
を
お
持
ち
の

児
童
生
徒
が
入
学
さ
れ
る
場
合

は
早
急
に
実
施
し
ま
す
。
菅
谷

東
小
は
洋
式
ト
イ
レ
が
１
階
の

み
の
設
置
で
あ
る
た
め
早
急
に

対
応
を
検
討
し
ま
す
。

Q　

子
ど
も
た
ち
に
向
き
合
う

時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
た
め

に
、
外
部
講
師
の
拡
充
、
教
員

の
負
担
軽
減
を
求
め
ま
す
。

A　

教
育
部
長　

小
中
一
貫
教

育
推
進
の
た
め
に
小
学
校
に
９

人
の
教
科
担
任
が
で
き
る
講
師

を
加
配
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

必
要
な
講
師
の
配
置
に
よ
り
教

育
環
境
の
充
実
と
担
任
等
の
負

担
軽
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Q　

放
課
後
子
供
教
室
の
創
設

を
提
言
し
ま
す
。

A　

教
育
部
長　

放
課
後
子
供

教
室
は
実
現
で
き
る
と
素
晴
ら

し
い
で
す
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
問
題
、
地
域
の
温
度
差
、
講

師
の
確
保
等
様
々
な
課
題
を
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
設
立
す
る
に
あ
た
り
詳
細

な
調
査
研
究
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

大和田和男 議員

放
課
後
子
供
教
室
の
創
設
を

放
課
後
子
供
教
室
の
創
設
を

素
晴
ら
し
い
が
、
調
査
研
究
が
必
要

素
晴
ら
し
い
が
、
調
査
研
究
が
必
要

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
教
育
環
境
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
教
育
環
境
に
つ
い
て

放課後子供教室の概要
「～放課後子供教室等について～」（文部科学省）
（http://www.mhlw.go.jp/fi le/06-Seisakujouhou-11900000-Koy
oukintoujidoukateikyoku/0000054561.pdf）

✔ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

他
市
町
村
議
会
か
ら
多
数
の
視
察
が
あ
り
ま
し
た

　

那
珂
市
議
会
へ
の
視
察
の
申
し
入
れ
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
６
月
定
例
会
以
降
の
３
件
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

７
月
４
日
（
月
）

玉
村
町
議
会

　
　
　
　
（
群
馬
県
）

《
議
会
改
革
と
議
員
定
数
・

報
酬
の
改
定
に
つ
い
て
》

７
月
14
日
（
木
）

東
近
江
市
議
会

　
　
　
　
（
滋
賀
県
）

《
議
会
改
革
に
つ
い
て
》

７
月
27
日
（
水
）

伊
万
里
市
議
会

　
　
　
　
（
佐
賀
県
）

《
議
会
基
本
条
例
に
つ
い

て
》
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教
育
厚
生
常
任
委
員
会
の
調

査
事
項
で
あ
る
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
７
月
に
研
修
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

つ
く
ば
市
で
は
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
様
々
な
取
り
組

み
、
保
育
園
で
の
病
児
保
育
の

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
病
児
・
病
後
児
保
育
は
、

女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
大
き

な
支
援
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

神
奈
川
県
厚
木
市
で
は
、
幼

稚
園
送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
短

時
間
の
預
か
り
保
育
、
市
民
が

24
時
間
無
料
で
利
用
で
き
る

健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
等
、
多
岐

に
わ
た
る
き
め
細
か
な
取
り
組

み
か
ら
、
子
育
て
に
対
す
る
前

向
き
な
姿
勢
が
強
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

衆
議
院
議
員
会
館
に
お
い
て

厚
生
労
働
省
の
方
か
ら
、
那
珂

市
の
子
育
て
世
代
の
多
く
が
不

安
に
感
じ
て
い
る
医
師
不
足
・

病
院
不
足
に
つ
い
て
、
現
状
と

今
後
の
方
針
等
を
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
更
に
調
査
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

閉会中
　議会活動レポート

トピックス

７月
４日 玉村町議会視察来庁
５日 議会広報編集委員会
８日 議員勉強会

（障害者差別解消法の
　理解と障害平等研修）

12日 議会広報編集委員会
14日 東近江市議会視察来庁
21日 議会広報編集委員会取材

（那珂市農業後継者クラブ）
26日 議会運営委員会視察

（常総市・取手市）
27日 伊万里市議会視察来庁

28・29日 教育厚生常任委員会視察
（つくば市・厚生労働省・
　厚木市）

８月
２日 産業建設常任委員会
23日 議会運営委員会

全員協議会
議会広報編集委員会

27・28日 横手市議会友好交流

定例会閉会中（７月～８月）の那珂市議会の主な活動をご紹介いたします。

活 動 日 誌
子
育
て
を
支
援
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修
視
察
を
行
い
ま
し
た
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編編
集集
後後
記記

議会広報編集委員会
　委 員 長　小宅　清史
　副委員長　大和田和男
　委　　員　花島　　進
　委　　員　中﨑　政長
　委　　員　筒井かよ子
　委　　員　木野　広宣
　委　　員　遠藤　　実

　今定例会は最後に市長が
「市執行部と議会は市民の皆
さまの生活や安全を守るため
両輪で進めなければならな
い」と挨拶をし、閉会した。
　まさにその通りである。

政治の延長に市民の皆さまの生
活があることを肝に銘じて、那
珂市議会は今後も活発な議論を
していかなければならない。

　　　　　　　（大和田　和男）

菅谷まつり堀之内地区前夜祭

平成28年８月14日（日）
ふれあい広場にて

平成28年第4回定例会：11月29日～12月16日
平成28年第４回（12月）定例会の日程（案）

は左のとおりです。
会議は原則公開となっております。所定の用

紙にご記入いただくだけで、どなたでも傍聴でき
ますので、お気軽にお越しください。
また、請願・陳情を議会へ提出される場合は、

11月18日（金）17時までに、議会事務局までご
提出ください。

日 月 火 水 木 金 土
11/27 28 29 30 12/1 2 3

本会議 本会議 本会議
（議案上程
など）

（一般質問）（一般質問）

4 5 6 7 8 9 10
総務生活
常任委員会

産業建設
常任委員会

教育厚生
常任委員会

原子力
安全対策
常任委員会

11 12 13 14 15 16 17
議会運営
委員会

本会議
（委員長報告
議案等採決）全員協議会

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

議会録画映像を公開しています
　那珂市議会では定例会、臨時会の本会議の録画
映像を「You Tube」の動画サイトで公開してお
ります。詳しくは、那珂市ホームページの「那珂
市議会」のページをご覧ください。

（「那珂市議会」のページ内の「議会中継」から
「You Tube」を開くことができます。）

次回12 月定例会

まちかど

ニニュューースス

※会議は、原則として午前10時開会です。

議
会
だ
よ
り
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